
新型コロナウイルスの消毒方法について 
 
感染症の消毒の際に、医療機関において懸念される器具腐食など医療機器への悪影響を来
さないことが重要です。コロナウイルスは RNAウイルスに含まれます。消毒を行う際の医
療機器（高気圧酸素治療装置）への影響と注意点をまとめました。 
 

一般的な清掃 

日本臨床工学技士会業務指針 1、消毒薬一覧 2（福岡県薬剤師会転載許諾済み）参照 
第 1種、第 2種の機器（素材）特性に合わせて販売先にもご確認の上対応してください。一
般消毒剤としては塩化ベンザルコニウム、クロルヘキシジングルコン酸塩などが推奨され
ていますが、ウイルス不活効果は証明されていません。ここでの一般消毒とは、一般細菌を
含んだ汚物処理を想定しています。 
 

注意： 
１． 次亜塩素酸ナトリウムは強アルカリ性で金属腐食作用が強いため金属には使用し

ないでください。アクリル（合成樹脂）も白濁の恐れがあり高気圧酸素治療装置の消毒
には適しません。 

２． アルコール・イソプロパノールは第 1 種のアクリルなど合成樹脂には用いないで
ください（変質します）。また揮発性、引火爆発の可能性があります。第 2 種装置の消
毒にやむを得ない場合は、完全にふき取り、十分換気後に治療してください。 

３． 人体に用いる際はポピドンヨードなどヨウ素製剤が有効ですが、金属腐食作用が
ありますので医療機器（高気圧酸素治療装置）には用いないでください。 

 

推奨する高気圧酸素治療装置の消毒方法 

 自身と患者を守るため、感染防護服が正しく着用できるガウンテクニックを習得した
者が正しい装備で対応してください（国立感染症研究所指針参照）3。 

 エンベロープ 4 を有している新型コロナウイルスは一般的に消毒薬に対する抵抗性は
高くなく、熱や紫外線照射に対して不活化されます 5。一方、現在完全な消毒効果があ
り人体にも全く安全な消毒方法はありません。そこで下記「必要な場合の消毒方法の選
択」を参考に対応してください。 
 

必要な場合の消毒方法の選択 



 UVライト（紫外線照射）は、正常な管球を近距離で適切に用いれば短時間で消毒効果
が得られます。しかし照射の影もしくは汚れの奥までは消毒されません。ウイルスに対
しては各社の推奨する波長を用いてください。PVC（ポリ塩化ビニル）などの有機ガラ
スへは直接あてないでください。絶対に直接または間接に肉眼で見ないでください（反
射光含む）。目の痛みや視力障害の原因となります 

 アルコールやイソプロパノールは第 2 種装置で金属の消毒に使用できます。高気圧酸
素治療装置に使用する際は散布せず、含侵シートでふき取り後 30分以上の強制換気と
乾燥時間を設け、残留がないことを確認してから再使用してください。残留アルコール
は揮発性があり、引火爆発の可能性があり残留する可能性のある部分（廃液ドレーン等）
では使用できません。ガラス素材は各メーカーにご確認下さい。 

 グルタールアルデヒドは医療機器（高気圧酸素治療装置）素材の消毒に適しますが、眼
や呼吸器系への粘膜刺激、皮膚副作用などが生じます。付着や吸入に十分な注意が必要
でありやむを得ない場合を除き使用しないでください 6。各医療機関での使用法に則り
換気された場所で作成し、エプロンと手袋を着用して消毒してください。 

 直接的なデータ検証はありませんが、オラネキシジングルコンサン塩（オラネジン®）
が有効な可能性があります。オラネジンは外皮用殺菌消毒剤として 2015年に開発され
非可燃物であり金属腐食性がなく、エンベロープを有するインフルエンザ A ウイルス
に対し不活化作用を有するデータがあります 7。 
 

新型コロナウイルスに不適切な消毒薬剤 

① 第 4 級アンモニウム塩（塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム）：陽イオン界面
活性剤（逆性石鹸）として環境クロスなどとして汎用されていますが RNA ウイルス消
毒効果は証明されていません。 

② 塩酸アルキルジアミノエチルグリシン（テゴー51®）：RNA ウイルス消毒効果は証明さ
れていません。 

③ グルコン酸クロルヘキシジン：アルコール過敏症の際の消毒薬（ヒビテン液®）として
使用されますが RNA ウイルス消毒効果は証明されていません。 

 
安全の基本は危険物質（この場合コロナウイルス）を持ち込まないことです。持ち込まなけ
れば通常通りの清掃作業で済みます。一方万が一消毒が必要な場合、各消毒方法は利点と欠
点を伴います。緊急時は吐物、排せつ物などをタオルや紙などの吸収素材で可能な限り取り
除き、床材など外せる素材は治療室外等で洗浄消毒してください。室内消毒が避けられない
場合は各医療施設の医療安全部と相談し、上記特性をふまえ人体への安全性と医療機器（高
気圧酸素治療装置）の破損予防に留意し行動してください。 
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